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かった。更にDNA培地でみられたDNaseが菌体外

DNaseかどうか確認するために液体培地にS．　sαη8一

痂36んα〃お株を培養し，菌体成分を除いた上清につ

いてDNaseを分離し，260nmで吸光度を測定した

ところDNase活性を得，菌体外DNaseである事を

確認した。

　私たちは主としてDNA培地で実験を行なったが培

地中のDNAはdenativeな状態と考えられる。私た

ちが確認した菌体外DNaseがdenative　D　N　Aに反

応するのかどうか，又菌体外DNase産生に02がど

のように関与するのか今後検討していきたい。

　質　問：片山　　剛（口衛生）

　1．5．αμr．俗等の産生するDNaseの性状と比較

して，S．　sαπ8μ‘∫のDNaseに特徴があるか。

　2．5．5απg紗s生物学的同定の一つに利用出来る

可能性はあるか。

　回　答：本田寿子（口微生）

　1．私達は今回，従来しられていなかった8．ぷαη8鋤s

がDNaseを産生するということを見い出したぼかり

で，まだ他のDNaseとの性状を比較していません。

ただ一つだけ3．α耽θ俗は好気性，嫌気性，両培養

条件下でDNaseを産生しますが，5．5αηgμ‘5は嫌

気性条件下でのみDNaseを産生します。

　2．口腔レンサ球菌の中で3．sαπ8励sのみがDN－

aseを産生するということをたしかめましたが，これ

は標準株について行った実験ですので，今後，分離・

同定に応用できるか否か検討していきたいと考えてい

ます。

　質　問：村井竹雄（歯放）

　菌体外酵素を出すということはどういう意味をもつ

のか。

　回　答：本田寿子（口微生）

　従来このDNaseは5如ρ々Zoτoc鍬5αμr％5な

どでよくしられており，それらは病原性と深く関わり

があるといわれている。我々は今回ぷ．5απg痂∫が

DNaseを産生するということを見い出したが，その

ことがどのような意味をもつのか今後検討していく課

題と考える。

演題4　ぷ¢r．5αη8μ‘sH7PR3菌体内フッ素の

　　　定量

。長田　斉，飯島洋一，宮沢正人
稲葉大輔，田沢光正，片山　　剛

岩手医科大学歯学部口腔衛生学講座
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　フッ素（F）のウ蝕抑制効果を考えるにあたって，

近年，plaqueに存在するFの意義とのその性状を把

握する心要性が強調されている。そこで，plaque細

菌の一種で，Fをとりこむことが確認されているぷか．

sαη8μ：sH7PR3を，10ppmのFを含む培地で18

時間静置培養し，集菌，洗浄後，凍結乾燥し，菌体内

総F量を定量するとともに，結合状態別にみたFの令

布様式を検討した。菌体の可溶化および菌体構成成分

の分画は，既報（Katayama，　et　al，　Arch．　oral　Biol．

26：314，1981）に従って行い，Homogenateと細胞

質画分（Cytoplasm）を測定に供試した。この際，

TIASBによりPH　5．5付近でイオン化するfree　F

は直ちに，また0．5MのHC104を添加することによ

りイオン化するionisable　FについてはPHを調整

した後に，Fイオン電極により定量した。　HCIO4に

より生じた沈澱に含まれるbound　Fについては，

Birkelandの方法に改良を加え，50％H2SO4で加水

分解し，Fイオン電極により測定した。一方総F量に

ついては，前述のBirkeland法に加え，結合様式の

如何に係わらず，総F量の測定が可能である原子吸光

法による定量を行なった。

　HomogenateおよびCytoplasmの総F量は，原子

吸光法によればそれぞれ約120mg／mg，115mg／mg

であった。Birkeland法では，原子吸光法の80～85％

の回収率であった。これは主に，50％H2SO4による

加水分解によっても，15～20％のFがイオン化され得

なかったためと考えられる。従来1～20ppmとされて

いるplaqueのF濃度を乾燥重量当りに換算すると，

本実験でえられた菌体の総F量　（120mg／mg）　は，

およそその　range内に入り，　しかもその約95％が

Cytoplasm中に存在する事が明らかとなった。

　結合様式別にみたFの分布については，菌体内の総

F量の約30％がfree　Fであり，それを含めて約50％

がPHの変化によりイオン化しうるFであった。しか

しながらionisableとfreeのFを合計した値を総F

量と比較すると，回収率は約70％弱であった。今後，

原子吸光法による定量法を確立し，菌体内Fの結合様

式とその分布が，生理的な環境の変化により，どのよ

うな変動を示すかを明らかにしたい。

　質　　問：甘利　英一（小歯）

　臨床的に現在Cariesともっとも関係があろうと思

われている8τr．Mμ拍瓜を使用しなかった理由

　回　答：長田　　斉（口衛生）
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　翫r．3αη8μ‘5H7PR3は，1976年以来Forsyth

Dental　CenterのDr．　Kashketにより，フッ素のと

り込みおよびその局在について継続的に報告されてい

る菌株です。

　今回は基本的な分析法の確立を主眼とし，性状の良

く知られているこの菌株を用いました。今後は5ぴ．

仇砿碗5を含め様々な菌について検討していきたいと

思います。

　追　　加：片山　　剛（口衛生）

　ウ蝕の原因菌としての5ぴ．励加〃∬の意義は重要

であるがplaque中の5Zr．5αηgμ∫など他の連鎖菌

もウ蝕発生に重要な意味をもっていることを考慮する

必要がある。

演題5　盛岡市における1才半児歯科検診の実態．第

　　　3報　2才6ヵ月までの変化

。山田聖弥，松井由美子，守口　　修

野坂久美子，甘利英一

岩手医科大学歯学部小児歯科学講座

　盛岡市在住の1才6ヵ月（以下1．6才と表示）児を

対象として歯科健康診査を行ない，その後，同一人を

対象として3ヵ月毎に定期診査を行っている。今回は

2．6才までの計5回の健診を連続して受診した239名

を中心に，萌出状態，う蝕罹患状態について報告す

る。

　萌出状態では，乳切歯部は1．6才でほぼ萌出を完了

しているが，第1乳臼歯は2．0才で，乳犬歯は2．3才

で萌出率が100％となる。第2乳臼歯は下顎が1．6才，

上顎が1．9才で萌出がみられ始め，2．0才より萌出率

が増加し，2．6才では上顎が65．1，下顎が85．1の萌出

率である。

　ウ蝕罹患状態では1．6才でう蝕罹患者率7．95％，1

人平均う歯数0．25本，う蝕罹患歯率1．77％であったの

が，2．6才でそれぞれ40．17％，151本，7．99％とな

り，直線的な増加傾向を示したが，全国平均と比較す

ると約半分の罹患状態であった。萌出状態との関連で

は，第一乳臼歯萌出後にう蝕が発生し始め，2．0才以

後では萌出歯数の多いものほど罹患傾向が高く，乳歯

列完成者の罹患が増加する。部位的には上顎乳中切歯

近心面の罹患傾向がとくに高く，また，第1乳臼歯咬

合面のう蝕が1．9才以後急増しているのが注目され

る。上顎乳中切歯近心者面のう蝕は左右乳中切歯の歯
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間空隙のないものにのみみられる。う蝕罹患率が加齢

とともに高くなる一方，サホライド塗布を含めた処置

歯率も高くなり，2．6才ではう歯の約75％は処置がな

されている。

　以上のことから口腔衛生指導の要点を考察すると，

まず第1乳臼歯萌出前に刷掃の習慣をつけ，とくに上

顎乳中切歯に注意し歯間空隙のないものにはフロスの

併用が望ましく，第2乳臼歯の萌出期からは第1乳臼

歯咬合面の刷掃を徹底することなどである。

　本健診において新たに発見されるう蝕のほとんどが

初期う蝕の段階で発見されていることは，早期発見早

期治療を踏まえた3ヵ月毎の健診の成果と思われる

が，今後は，さらに，無う蝕者の増加を目指す方法を

考えていくつもりである。

　質問：田沢光正（口衛生）
　1．連続受診者が35％しかしないことからも，3ケ

月間隔の定期診査は，集団的には短かすぎるのではな

いか。

　2．調査対象者のう蝕が少いことを報告されたが，

S50年の歯科疾患実態調査の全国値と比較はできない

のではないか。

　質　　問：石川富士郎（歯・矯正）

　1．この集団群に対しては検診と併せて治療を担当

されておられるのですか。

　2．乳歯の萌出状況ですが，充分調査しているのか。

　質　　問：飯島　洋一（口衛生）

　上顎切歯群の有無と臼歯群のう蝕有病状況との関連

はどうか。

　回　答：山田聖弥（小歯）

　。田沢先生の質問に対して

　1．確かに連続受診者は少なくなっているが全体と

しては定期診査は定着しており，3ケ月間は決して短

かすぎるとは思えばむしろもっと短かいのが理想と考

えられる。

　2．S50歯科疾患調査と比較したのは，あくまでも

一般に知られている値として上げたまでで決して絶対

的な値としてとらえているわけではない。

　。石川先生の質問に対して

　1．健診時に要治療と判定されたものは，なるべく

早めに当科へ呼び出し治療する体制をとっており，決

して健診のみでは終らせていない。

　2．乳歯列完成期についてはもう少し健診を進めて

いかないとはっきりした結論はでないと思われる。全

身的なこともある程度調査しているが現時点でははっ

きりしたことは言えない。


